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１．初等中等教育におけるＩＣＴ人材育成に向けた取組







２．高等学校(職業教育を主とする学科)における
最先端の職業人育成に向けた取組















中央教育審議会初等中等教育分科会新しい時代の初等中等教育の在り方特別部会
新しい時代の高等学校教育の在り方ワーキンググループ審議まとめ（一部抜粋）
～多様な生徒が社会とつながり、学ぶ意欲が育まれる魅力ある高等学校教育の実現に向けて～ （令和２年１１月１３日）

第３章 高校生の学習意欲を喚起し、可能性及び能力を最大限に伸長するための各高等学校の特色化
・魅力化に向けた方策

【１．各学科に共通して取り組むべき方策】

【２．学科の特質に応じた教育活動の充実強化】
(1) 普通科改革

(2) 専門学科改革

○専門高校においては、技術革新・産業構造の変化、グローバル化等、社会の急激な変化に伴い、専門高校での

育成が期待される資質・能力も変わってきており、今後とも大きく変わることが考えられる。こうした中、専門高校

において、地域を支える最先端の職業人育成を担っていくには、加速度的な変化の最前線にある地域産業界で

直接的に学ぶことができるよう、産業界と高等学校が一体となった、社会に開かれた教育課程の推進が重要。

○具体的には、経済団体等の産業界を核として、地域の産官学の関係者が一体となり、将来の地域産業界の在り

方を検討し、その検討の中で、高等学校段階での人材育成の在り方を整理し、それに基づく教育課程の開発・実

践を行うことが必要。

○最先端の職業教育を行う上では、企業と一体となった教育課程とともに、教師の資質能力の向上と施設・設備の

充実が絶えず図られなければならない。

（略）
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（略）











○ 農林水産省が実施する農林水産高校に対する実習への支援について、都道府県教育委員会等へ周知を行い、当該実習の活用を
促進

○ 令和３年度より、産業界を核として地域の産官学が一体となって最先端の職業人を育成する「マイスター・ハイスクール」事業を
スタート（→p.13）

農林水産省と連携したスマート農林水産業における人材育成の取組

○ スマート農林水産業の記載が充実した新高等学校学習指導要領の実施に向け農林水産省との連携を強化
⇒スマート農林水産業の教育コンテンツの活用を促すことで、各学校における効果的な学習を支援

１．教育コンテンツを活用した取組の促進

○ 農林水産省の事業等による教員研修について、都道府県教育委員会等へ周知を行い、教員の参加を促進
○ 教職員支援機構(NITS)主催の「産業・情報技術等指導者養成研修」等において、スマート農林水産業に対応したより

専門性の高い教員研修を実施

２．教員の研修への参加を促進

３．スマート農林水産業に対応した施設・設備整備の促進

４．実習内容の充実・実習機会の増加を促進
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○ 農林水産省事業の「農業教育高度化事業」について、都道府県教育委員会等へ周知を行い、当該事業を活用したスマート農業設
備の整備を促進

○ 令和２年度補正予算により、デジタル化に対応した産業教育装置の整備費用を緊急的に補助（→p.14）
○ さらに、産業教育設備の充実を図るため、令和３年度から地方交付税措置を充実（→p.15）

○ 文部科学省においては、これまでも農林水産省・林野庁・水産庁ともに人材育成に取り組み、「農林水産業を学ぶ
高校生の就農・就業に向けた人材育成の方策の方向」（平成27年4月(平成29年5月一部改正)）を各都道
府県に対し通知しているところ。（→p.18）

○ 今後はさらに文部科学省と農林水産省が連携し、以下のような観点から、より強力にスマート農林水産業に関
する教育を推進する。





３．高等教育におけるＩＣＴ人材育成に向けた取組









数万件に及ぶ牛枝肉画像のデータ解析により取得した2つの特許

（食肉の脂肪交雑の評価方法、食肉の肉色の等級決定方法）を

基盤に、枝肉のわずかな切開面から肉質評価に必要な正確な画像

を取得する専用カメラ及び肉

質評価技術を開発。

当該研究成果を活用したベン

チャー企業を設立し、十勝地

域ならびに北海道における畜

産業の発展に貢献する。

帯広畜産大学×AI 研究実績

■畑作×AI

■畜産×AI ■環境×AI

スマートフォンアプリを活用した
野生動物の交通事故防止に関する共同研究
（いきものコレクションアプリ「Biome」×帯広畜産大学）

日本では毎年多くの野生動物と車両による交通事故（ロードキ

ル）が発生しているにも関わらず、その多くは把握されていな

いため、有効なロードキル対策を検討されていない。

スマートフォンアプリを活

用したロードキルに関する

ビッグデータ収集システム

を構築し、ロードキル発生

条件等を明らかにする。

大規模畑作で期待されるロボットトラクタ
の開発 ～耕うんから収穫に至る農作業の無人化～

水田農業用に開発されているロボットトラクタを大規模畑作が

展開されている十勝地方で利用するために、バレイショ生産に

おけるリバーシブルプラウから

ポテトハーベスタに至るト

ラクタ作業で世界初の無人

化を実現。最新スマート農

機を活用して労働力不足の

解消、食の安全と高収益確

保、高精度自動化への挑戦。

最新の画像解析技術を用いた

肉質評価手法の開発

最新センサー技術と土壌分析の融合による

大規模畑作における肥培管理の適正化
収穫機搭載の収量センサーや小型

ドローンを活用し、圃場全体の作

物の生育状況を把握、ビッグデー

タを収集する。長年培われてきた

土壌分析法を最大限活用し、作物

収量の制限因子を解明する。大規

模畑作地帯における適切な施肥法

を見極め農作業の効率化、省力化

を実現する。

大学における農業×AIの取組（帯広畜産大学）
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専修学校における先端技術利活用実証研究
（先端技術利活用・検証プロジェクト）

<概要>
農業における重大な問題の要素の一つに慢性的な人不足があげられる。農作業の多くは経験や知識によっ

ては安易に踏み込めない印象を受けることが多く、必要とされるパートやアルバイトも募集しても充足でき
ないことがしばしばある。また、作業の習熟には栽培の一連を経験することが必要であるため短期間での教
育は困難でその労力も大きい。
本事業は作業熟練者などからの指導を遠隔地から受けることができるのはもちろんだがARグラスや3D動

画などの先端技術を利活用することで今まで言語化、文章化しにくかった作業現場でのノウハウを具現化す
るものである。現場での指導の効率化と精度の向上、事前学習の内容の強化から人材育成の効率化を図る。

<実証内容>
施設栽培での作業が重点的ではあるが、ARグラスや３D動画を活用した教材を使用したグループとそうでな
いグループの学習効果を比較検証し、先端農業技術実習、農業基礎総合実習など、週５時間合計８０時間内
での教育プログラムを開発

<令和２年度の取組内容>
●本事業と実施委員会の発足
●次年度の本格始動に向けた準備と詳細の決定（実験のモデルとなる対象者の選定、作業項目の立案と決定）
●事前調査の実施

★農業分野における取組事例

AR等の技術を利用した人材育成の効率化のための実証研究事業
学校法人国際総合学園 新潟農業・バイオ専門学校
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